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熊本県経営者協会
会員　各位
熊本県経営者協会
会長　浅山　弘康
熊本県経営者協会・熊本産業保健総合支援センター共催セミナー
「ガンなど疾病を抱える労働者が治療と仕事を両立できるためには」
～事業場における両立支援のポイント～
開催のご案内

かつては「不治の病」とされていた疾病においても生存率が向上し、「長く付き合う病気」に変化しつつあり、がんを治療しながら働く人は約32万人に上っています。しかしながら、疾病や障害を抱える労働者の中には仕事上の理由で適切な治療を受けることができない場合や、疾病に対する職場の理解・支援体制不足により、離職に至ってしまう場合も見られます。今年2月、厚生労働省は、がん患者が仕事と治療を両立できるように支援する企業向けの初の指針を策定しました。患者の症状・治療方法や勤務内容などの情報を企業と医師が共有し、時間単位の休暇制度を導入することなどを求めており、優秀な労働者の安心感やモチベーションの向上による人材の定着・生産性の向上、健康経営の実現といった意義のためにも企業にとって取り組むべき必要なことです。
今回の熊本産業保健総合支援センターとの共催セミナーは、ニッポン一億総活躍プランの中にも挙げられている治療と職業生活の両立ができるために企業として管理職・人事労務担当者のとるべき施策について、グループワークも交えて詳しく説明していただきます。是非ご参加いただきますようご案内申し上げます。

記

開催日　平成28年10月31日（月）午後２時から４時３０分まで
会場　熊本市国際交流会館4階　第1会議室　(熊本市中央区花畑町4-18)
講師　島村　佳子氏 （日本産業衛生学会産業保健看護専門家（保健師）・産業カウンセラー）
会費　無　料
以　上
＊10月21日（金）までにFAXでお申し込みください。きりとり線
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